
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

は
、
関
係
者
の
熱
意
と
日
々
の

自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動

に
よ
り
、
そ
の
発
生
件
数
は
長

期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
10

月
の
速
報
値
で
は
、
建
設
業
に

お
け
る
死
亡
者
数
は
164
人
で
前
年

よ
り
12
人
増
、
休
業
４
日
以
上

の
死
傷
者
数
は
前
年
よ
り
367
人
減

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

建
設
表
の
労
働
災
害
で
最
も
多

い
墜
落
・
転
落
災
害
の
死
亡
者

数
は
57
人
と
前
年
よ
り
１
人
増

と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

死
亡
災
害
の
約
35
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

例
年
12
月
は
労
働
災
害
の
多

発
す
る
時
期
で
あ
り
、
特
に
年

末
年
始
は
、
長
期
の
休
業
前
の

慌
た
だ
し
い
中
で
の
作
業
や
休

業
後
に
生
活
リ
ズ
ム
が
戻
ら
な

い
中
で
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
な
ど
、
労
働
災
害
の
発

生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

今
一
度
、
自
社
の
労
働
災
害
防

止
活
動
の
取
組
み
の
再
確
認
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
策
定
し
た

第
９
次
建
設
業
労
働
災
害
防
止
５

か
年
計
画
の
重
点
事
項
を
踏
ま

え
、
店
社
及
び
現
場
で
の
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
実
な
実

施
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く
リ
ス

ク
低
減
措
置
の
実
施
、
「
建
設

業
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
」
の
積
極
的
な
導

入
・
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、

建
災
防
方
式
「
健
康
Ｋ
Ｙ
と
無

記
名
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
の

実
施
及
び
建
災
防
方
式
「
新
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
」
を
活
用
し

た
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推
進

な
ど
に
つ
い
て
も
併
せ
て
取
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
本

実
施
要
領
に
示
さ
れ
た
事
項
に

取
組
ん
で
い
た
だ
き
、
「
無
事

故
の
歳
末

明
る
い
正
月
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
無
事
故
・

無
災
害
で
”
憧
れ
の
建
設
業
”

の
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
皆
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

建
設
業
界
は
近
年
、
働
き
方

改
革
を
推
進
、
建
設
従
事
者
の

高
齢
化
へ
の
対
応
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
も
人
命
尊
重
の
基
本
理

念
の
下
、
働
く
者
一
人
ひ
と
り

の
安
全
と
健
康
の
確
保
を
第
一

に
普
段
の
努
力
を
続
け
て
き
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し

て
全
産
業
に
お
け
る
死
亡
者
数

の
約
３
割
を
建
設
業
が
占
め
て

お
り
、
高
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
現
実
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
今
後
と
も
関
係
者
が

一
丸
と
な
り
労
働
災
害
防
止
対

策
を
全
力
で
推
進
す
る
と
と
も

に
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
職
場

環
境
の
改
善
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
安

全
性
・
生
産
性
の
向
上
を
進
め
、

建
設
業
を
将
来
の
担
い
手
と
な

る
若
者
、
女
性
や
高
年
齢
の
方
々

が
安
心
し
て
活
躍
で
き
る
魅
力

あ
る
産
業
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一
人
の
被
災
者
も
出
さ
な
い

と
い
う
人
命
尊
重
の
基
本
理
念

の
実
現
に
向
け
、
死
傷
災
害
の

減
少
お
よ
び
60
歳
以
上
の
死
傷

年
千
人
率
を
減
少
に
展
示
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
重
要

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
安
全
衛

生
意
識
の
向
上
を
図
り
、
建
設

業
に
従
事
す
る
方
々
が
労
働
災

害
に
遭
う
こ
と
が
無
い
よ
う
安

全
衛
生
活
動
に
積
極
的
に
取
組

み
、
建
設
業
に
従
事
す
る
す
べ

て
の
世
代
が
希
望
や
誇
り
を
持

ち
、
家
族
や
社
会
の
た
め
に
精

一
杯
働
く
こ
と
の
で
き
る
安
全

で
安
心
な
魅
力
あ
る
職
場
環
境

を
実
現
す
る
こ
と
を
常
に
意
識

し
、
業
務
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
よ
り
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
節
水
・
節
電
等
、
地

球
環
境
へ
の
貢
献
取
り
組
み
を

数
値
で
表
す
試
行
期
間
が
開
始

致
し
ま
し
た
。
確
認
の
意
も
含

め
掲
載
し
ま
す
の
で
、
内
容
の

再
度
確
認
願
い
ま
す
。

環
境
経
営
方
針

【
基
本
理
念
】

株
式
会
社
セ
イ
ワ
は
、
総
合

建
設
業
に
お
い
て
、
全
社
員
が

一
体
と
な
り
、
地
球
環
境
問
題

を
社
会
的
責
任
と
し
て
、
我
々

の
事
業
活
動
を
通
じ
、
常
に
慢

心
す
る
こ
と
な
く
継
続
的
に
取

り
組
み
、
地
域
社
会
の
環
境
保

全
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
行
動
指
針
】

１
、
当
社
の
事
業
活
動
に
よ
る
環

境
負
荷
削
減
を
実
行
す
る
為
に
、

左
記
の
指
針
を
定
め
全
社
員
で
取

り
組
み
ま
す
。

⑴
電
力
・
化
石
燃
料
の
節
減
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

⑵
水
資
源
使
用
量
の
節
減

⑶
廃
棄
物
の

発
生
抑
制
、
削
減
、
リ
サ
イ
ク

ル
促
進

⑷
環
境
配
慮
型
材
料
を
積
極
的
に

使
用

２
、
環
境
関
連
法
規
・
条
例
・
そ
の

ほ
か
規
制
を
遵
守
し
ま
す
。

３
、
環
境
経
営
の
活
動
は
、
継
続
的

改
善
を
実
施
し
ま
す
。

４
、
全
社
員
に
環
境
方
針
を
周
知
徹

底
し
、
継
続
的
に
環
境
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
保
全
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

５
、
地
域
で
の
環
境
保
全
へ
の
貢
献

や
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

環
境
経
営
目
標
（
試
行
期
間
）

0,5
％
減

①
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

②
電
力
使
用
量
の
削
減

③
ガ
ソ
リ
ン
使
用
量
の
削
減

④
軽
油
使
用
量
の
削
減

⑤
灯
油
使
用
量
の
削
減

⑥
建
設
現
場
灯
油
使
用
量
の
削
減

⑦
一
般
廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

⑧
水
使
用
量
の
削
減

100
％産

業
廃
棄
物
再
資
源
化
率
の
向
上

０
件
／
月

自
ら
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

改
善

事
故
防
止

苦
情
削
減

１
回
／
月

会
社
周
辺
の
清
掃
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セ
イ
ワ
新
聞

年
末
年
始
は
長
期
の
休
業
前
の
慌
た
だ
し
い
中
で
の
作
業
や
、
休
業
後
に
生
活
リ
ズ
ム
が
戻
ら
な
い

中
で
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
労
働
災
害
防
止
に
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
建
設
業

関
係
者
は
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
安
全
衛
生
水
準
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
、
安
全
衛
生
活
動
の
強
化

を
図
る
も
と
と
す
る
。

建設業

令
和
６
年
11
月
1
日
よ
り
道
路
交
通
法

が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
自
転
車
の
運
転
中
に
携
帯
電

話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
を
使
用
し
た

こ
と
に
起
因
す
る
交
通
事
故
の
件
数
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
を
酒
気
帯
び
状
態
で
運
転

す
る
と
、
酒
気
帯
び
で
な
い
状
態
に
比
べ
て

死
亡
重
傷
事
故
率
が
大
幅
に
高
ま
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話

⑴
携
帯
電
話
等
を
手
に
持
ち
通
話
の
為
に

使
用
し
な
が
ら
自
転
車
を
運
転
い
た
場
合

⑵
携
帯
電
話
等
の
画
面
に
表
示
さ
れ
た
画

像
を
手
で
保
持
し
て
注
視
し
な
が
ら
自
転

車
を
運
転
し
た
場
合

罰
則６

ヶ
月
以
下
の
懲
役
又
は
10
万
円
以
下
の
罰
金

⑴
携
帯
電
話
等
を
使
用
又
は
画
像
を
注
視

し
な
が
ら
自
転
車
を
運
転
し
て
、
事
故
な

ど
の
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合

罰
則１

年
以
下
の
懲
役
又
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

酒
気
帯
び
運
転

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

さ
ら
に
!!

酒
気
帯
び
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

に
提
供
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

車
両
提
供
罪

3
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
罰
金

酒
類
提
供
罪

２
年
以
下
の
懲
役
又
は
30
万
円
以
下
罰
金

同
乗
罪

２
年
以
下
の
懲
役
又
は
30
万
以
下
の
罰
金

「
運
転
中
の
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
「
酒
気
帯
び

運
転
」
は
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

自
転
車
運
転
者
講
習
制
度

自
転
車
の
運
転
に
関
し
、
交
通
の
危
険
を

生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
一
定
の
違
反

（
危
険
行
為
）
を
反
復
し
て
行
っ
た
者
は
講

習
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
受
講
命
令
違
反
、
5
万
円
以
下
の
罰
金

自
転
車
の
危
険
な
運
転
に
新
し
く
罰
則
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
試
行
期
間
開
始
～
11
月
か
ら
２
月
～

道
路
交
通
法
改
正

無
事
故
の
歳
末

明
る
い
正
月

ス
ロ
ー
ガ
ン

令
和
６
年
12
月
１
日
～
令
和
７
年
１
月
16
日

危険行為

信号無視 遮断踏切立入り

指定場所一時不定止

安全運転義務違反

通行区分違反



ふ
く
お
か
農
林
漁
業

体
験
ツ
ア
ー
参
加
者

募
集
!!

毎
月
盛
り
だ
く
さ
ん
の

企
画
・
案
内
☆

今
回
は
体
験
ツ
ア
ー
3
件

1/18
朝
倉
市
い
ち
ご
収
穫

朝
倉
市
の
「
林
檎
と
葡
萄

の
樹
」
で
の
い
ち
ご
収
穫

体
験
で
す
。
当
日
は
到
着

後
、
大
人
気
の
林
檎
カ
レ
ー

セ
ッ
ト
を
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

付
で
堪
能
。
農
園
の
紹
介

や
い
ち
ご
の
栽
培
方
法
、

お
い
し
い
い
ち
ご
の
見
分

け
方
な
ど
を
説
明
し
て
頂

い
た
後
、
（
１
人
２
パ
ッ

ク
）
を
収
穫
し
、
持
ち
帰

り
。
お
土
産
に
は
、
お
店

で
一
番
人
気
の
ア
ッ
プ
ル
ク
リ
ー
ム
チ
ー

ズ
パ
ン
・
焼
き
菓
子
の
セ
ッ
ト
♪
ツ
ア
ー

の
最
後
は
、
朝
倉
で
人
気
の
直
売
所
「
三

連
水
車
の
里
あ
さ
く
ら
」
で
お
買
い
物
が

楽
し
め
ま
す
。

1/25
久
留
米
市
い
ち
ご
狩
り

久
留
米
市
の
「
い
ち
ご
き
ら
り
」
で
、
50

分
間
い
ち
ご
狩
り
＆
食
べ
放
題
の
ツ
ア
ー

で
す
。
福
岡
県
が
誇
る
あ
ま
お
う
・
か
お

り
の
・
よ
つ
ぼ
し
・
紅
ほ
っ
ぺ
・
す
ず
、

珍
し
い
白
い
い
ち
ご
の
天
使
の
い
ち
ご
・

淡
雪
の
食
べ
比
べ
が
で
き
ま
す
。

1/25
八
女
市
い
ち
ご
狩
り

八
女
市
の
「
プ
ー
さ
ん
の
い
ち
ご
園
」
で
、

あ
ま
お
う
他
６
種
類
の
い
ち
ご
が
食
べ
放

題
！
昼
食
は
旬
の
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当

♪
応
募
希
望
者
は
申
請
フ
ォ
ー
ム
に
記
載
が

必
要
で
す
の
で
ご
連
絡
を
!!

①
自
転
車
の
飲
酒
運
転
も
絶
対
禁
止

「
道
路
交
通
法
」
「
福
岡
県
飲
酒
運

転
撲
滅
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、
「
自

転
車
の
周
期
帯
運
転
及
び
幇
助
」
に

対
す
る
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
周
囲
の
方
に
も
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

②
飲
酒
運
転
通
報
訓
練

福
岡
県
県
警
に
お
い
て
は
、
企
業
他

飲
酒
運
転
通
報
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
飲
酒
運
転
を
見
か
け
た
と
き

の
一
一
０
番
の
通
報
ポ
イ
ン
ト
を
警

察
官
が
直
接
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、

「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ

な
い
」
と
い
う
意
識
の
定
着
の
為
、

チ
ラ
シ
等
も
社
内
で
の
交
通
安
全
教

育
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
自
転
車
の
安
全
利
用
啓
発
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
動
画
作
成
～
飲
酒
運
転
も
禁

止
～乗

車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
直
用
を
は

じ
め
と
す
る
自
転
車
の
安
全
利
用
や

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て
、

コ
ミ
ッ
ク
形
式
の
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
「
ア
ト
ノ
マ
ツ
リ
」
に
よ
り
周
知

啓
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

回
動
画
を
作
成
。
自
転
車
事
故
の
悲

惨
さ
を
実
感
で
き
る
１
分
程
の
動
画

で
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
自
転

車
保
険
へ
の
加
入
、
飲
酒
運
転
の
禁

止
な
ど…
あ
な
た
は
ど
う
し
て
ま
す

か
？
自
転
車
も
車
両
で
す
。
悲
惨
な

事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
視

聴
く
だ
さ
い
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画

「
ア
ト
ノ
マ
ツ
リ
～
甘
く
み
な
い
で
、

自
転
車
事
故
～
」

☆
周
知
願
い
☆

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
お
子
さ
ん
の

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

６
歳
未
満
の
用
事
を
自
動
車
に
同
乗

さ
せ
る
運
転
者
に
は
、
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
使
用
し
な
か
っ
た
場

合
、
正
し
く
使
用
し
た
場
合
に
対
し
、

致
死
率
が
約
４
、
２
倍
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
に
は
正
し
く
使
用
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
６
歳
以
上

の
子
ど
も
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装

着
し
た
場
合
で
も
体
格
等
の
事
情
に

よ
っ
て
は
、
衝
突
時
に
身
体
を
適
切

に
保
護
で
き
ず
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が

首
や
腹
部
を
圧
迫
し
て
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

発
育
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
ま
す
。

第 １０ 号 セ イ ワ 新 聞 ２０２４年１２月 １日

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
の
詐
欺
っ
て
ど
う
い
っ
た
手

口
な
の
か
知
り
た
い
！

福
岡
県
で
は
ど
ん
な
犯
罪
が
多
い
ん
だ

ろ
う
？

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
な
ん
だ
ろ
う
？

大
切
な
家
族
や
住
ん
で
い
る
地
域
を
守

る
た
め
に
、
身
近
な
犯
罪
の
状
況
や
防
犯

の
知
識
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

県
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
警
察
官
、
大
学
教
授
な
ど
が
講
師

と
な
り
、
１
コ
マ
60
分
以
内
の
「
あ
ん
あ

ん
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」
が
開
か
れ
ま
す
。

特
定
の
回
だ
け
の
受
講
や
録
画
視
聴
の
申

込
も
可
能
で
す
の
で
、
安
全
・
安
心
に
関

す
る
知
識
を
高
め
た
い
方
、
防
犯
活
動
に

興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
が
十
二
月
十
日
と
な
っ
て
ま
す
。

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
二
〇
二
五
年

四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
!!

今
般
の
改
正
は
、
育
児
や
介
護
な
ど
の

事
情
を
抱
え
て
い
る
従
業
員
が
、
よ
り
安

心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
目
的
で

行
わ
れ
ま
す
。

子
の
看
護
休
暇
の
見
直
し

対
象
と
な
る
子
の
範
囲
の
拡
大

対
象
範
囲
が
（
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

る
ま
で
）↓

（
小
学
校
３
年
生
修
了
ま
で
）
に

拡
大取

得
自
由
の
拡
大

①
病
気
・
け
が
②
予
防
接
種
・
健
康
診
断↓

①
②
に
追
加
で
③
感
染
症
に
伴
う
学
級
閉
鎖
等

④
入
園
（
入
学
）
式
、
卒
園
式

労
使
協
定
に

よ
る
継
続
雇
用
期
間
６
ヶ
月
未
満
除
外
規
程
の

廃
止《

除
外
で
き
る
労
働
者
》
①
週
の
所
定
労
働

日
数
が
２
日
以
下
②
継
続
雇
用
期
間
６
ヶ
月
未

満↓

②
を
撤
廃

所
定
外
労
働
の
制
限
（
残
業
免
除
）
の
対
象

拡
大

請
求
可
能
と
な
る
労
働
者

３
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者↓

小
学

校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者

短
時
間
勤
務
制
度
（
３
歳
未
満
）
の
代
替
措

置
に
テ
レ
ワ
ー
ク
追
加

代
替
措
置
（
※
）
の
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加

代

替
措
置
①
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
ず
る

措
置
②
始
業
時
刻
の
変
更
等↓

①
②
プ
ラ
ス
③

テ
レ
ワ
ー
ク
が
追
加

（
※
）
短
時
間
勤
務
制
度
を
講
ず
る
こ
と
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
具
体
的
な
業
務
が
あ
り
、

そ
の
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
が
い
る
場
合
に

の
み
、
労
使
協
定
を
締
結
し
除
外
規
定
を
設
け

た
上
で
、
代
替
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

〇
育
児
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

〇
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表
義
務
摘
要
拡
大

〇
介
護
休
暇
を
取
得
で
き
る
労
働
者
の
要
件
緩

和〇
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備

〇
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
個
別
の
周
知
・
以

降
確
認
等

〇
介
護
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

以
上
の
内
容
が
今
回
施
行
そ
の
後
も
段

階
敵
に
施
行
し
ま
す
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セ
イ
ワ
新
聞

県
内
の
飲
酒
運
転
を

ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
防
犯
応
援
隊

子
育
て
・
介
護
応
援

入社７年目T・K(５１歳）
インタビュー☆彡

今回のKさんの現場は夜勤多めの為、事務作業時に
お邪魔しました～☆彡

職場について

Q.今おこなってる仕事内容は？

A.橋りょう修繕

Q.一番大変に感じることは？

A.橋りょうを健全なものに補修する為、当初計画では
見えない箇所にある補修箇所を見つけ出すこと

Q.休憩時間の過ごし方は？

A.寝る！！

Q.現場で落ち着ける場所はありますか？

A.車内が一番落ち着く

プライベートの過ごし方

Q.休みの日の過ごし方は？

A.魚釣りかひたすら飲む

Q.今夢中になっている事とかありますか？

A.魚釣り一択♪

その他

Q.新聞を購読の皆様へ一言

A.仕事を探している方がいれば一緒に働きましょう
楽しいよー（笑）

ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
!!
飲
酒
運
転

⒈
地
域
企
業
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

推
進
サ
ポ
ー
ト
・
Ｐ
Ｒ

福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
は
、
地
域

脱
炭
素
を
推
進
す
る
た
め
「
ひ
び
き

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
リ
ン
ク
・
ロ
ー

ン
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
組
成
し

取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

⒉
先
輩
企
業
か
ら
学
ぶ

障
碍
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

障
害
の
あ
る
方
を
積
極
的
に
雇
用

し
て
い
る
先
輩
企
業
よ
り
、
障
害
者

雇
用
を
進
め
て
行
く
に
あ
た
っ
て
職

場
で
の
受
入
に
向
け
た
土
台
作
り
、

周
囲
へ
の
理
解
、
職
場
定
着
へ
の
様
々

な
試
行
な
ど
を
テ
ー
マ
別
に
ご
講
話

い
た
だ
き
ま
す
。

⒊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
レ
ッ
ジ

二
〇
二
五
年
度
履
修
生
募
集
！

北
九
州
大
学
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
や
社
会
人
の
学
び
直
し
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
「
大
人
の

た
め
の
大
学
（
ア
イ
デ
ザ
イ
ン
）
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
履
修
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
に
先
立
ち
、

12
月
と
1
月

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興

味
・
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

を
。人

生
100
年
時
代
働
き
な
が
ら
、
ま

た
そ
の
後
も
人
生
を
通
し
て
学
び
続

け
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
設
計

が
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
た
今
だ
か

ら
こ
そ
の
『
学
び
』
を
北
九
州
市
立

大
学
で
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

今号の注目の人

い
つ
も
明
る
い
Ｋ
さ
ん
♪

今
日
も
か
っ
こ
い
い
で
す
ね
～
★
彡

info

年末

油断禁物

年始

明るい
明日を

❤

編集部の独り言

毎日寒い日が続いています

が体調は万全ですか？気温の

差も激しく体調管理も大変だ

と思いますが、皆で元気に明

るい明日を迎えましょう（笑）

特定健診は全員

受診済みましたか？

Xmasケーキは
忘れずに持ち帰り

ましょう★彡

年頭祈願は

1月6日9時
いつものところで。。。


